










3自称飼使用と心的用悟使用

zつの人物把述繰越において l固でも一人称代名問を使用した子どもを「一人称使用J，
対材3司のみを使用した子どもを「対称間使用J，自称飼を全く使用しなかった子どもを「自

称開平使用」と分類した また，各観組の中で心的用語を使用したか否かで，自己心的用

務有 ・無，他者心的用語有 ・無に被験者を分類した 予備分析の結果，自称詞使用，自己

心的用語有無，他者心的用語有無のいずれも学年による人数の偏りは示されなかった 自

称銅使用と心的用時使用に遣いがあるか否かを検討するために，自称悶使用(3)X自己心的

用語有無(2)，自称飼使用(3)X他者心的用鱈有無(2)のχ2検定を行った その結果，自己心

的用詩有無では人数の偏りが有意傾向であり(χ'(2)=4.83，p<.lO図3)，残差分析の結果，

自称調不使用では，自己心的用語有が期待値より有意に少なく，自己心的用錨無が期待値

より有意に多い傾向があった さらに，他者心的用語有無について人数の偏りが有意であ

った(χ2包:)=8.98，p<.Ol 図4)残差分析の結果，自称間不使用では他者心的用語有が期待

値より有意に少なく他者心的用語無が有意に多い一方で，対称詞使用では他者心的用語有

が期待値より有意に多く他者心的用語無が有意に少なかった

-自己心的用語使用無・自己心的用語使用有
100% 

90% 

80% 

70% 

60% 

50% 

40% 

30%トi1 
20% 

10% 

。%

一人称

使用

対称詞

使用

自称詞

不使用

図ヨ自称詞使用x自己心的用語

5 



-他者心的用語使用無 ・他者心的用語使用有
100% 

90% 

80% 

70% 

60% 

50% 

40% 

30% 

20% 

10% 

。%

s 

一人称
使用

対称詞

使用

自称詞

不使用

図4自称調使用x他者心的用僑

4 自称間使用と記述された人物の内的心的属性

2つの人物記述課題において内的心的属性に言及したか否かで自己内的属性有・無，他者

内的属性有・無に被験者を分類した。予備分析の結果，自己内的属性有無，他者内的属性

有無のいずれも学年による人数の偏りは示されなかった 自称飼使用と人物の内的心的属

性の記述が関連するか検討するために，自称間使用(3)X自己内的属性有無位)，自称飼使用

(3)X他者内的属性有無位)のχ2検定を行った その結巣，自己内的属性有無(χ2(2)=10.53，

p<.Ol 図的について人数の偏りが有意であった。残差分析の結果，自称間不使用では内的

属性有が期待値より有意に少なく内的属性無が有意に多い一方で， 人称使用では，内的

属性有が期待値より有意に多く内的属性無が有意に少なかった 他者内的属性有無につい

ては人数の偏りは有意ではなかった(χ2包)=3.52，n.s 図6)
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-自己内的属性無 ・自己肉的属性有
100% 

90% 

80% 

70% 

60% 

50% 

40% 

30% 

20% 

10% 

0% 

6 

一人称

使用

対称詞

使用

自称詞

不使用

図5自称調使用x自己内的属性

-他者内的属性無 ・他者内的属性有
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考察

結果 1より， 一人称代名古司の使用と自称悶の使い分けとが関連することから，両者は，

他者との関係性の中で自分の立場を調整しながら表明する能力の発遣と関連していること

が示唆された 対話の場における話し手と相手の具体的な役割を明示し確認するという自

称銅の機能(鈴木，1973)の発達を表していると雷えよう

さらに，結果 2より，自称飼の獲得は，他者から物理的に何が見えるかの理解(物理的

他者視点)との関連よりも，誤信念の理解などのような心理的他者視点との関連の方が強

いこと示された この結泉は，自称飼の獲得には自分とは異なるものとしての他者の視点

の獲得が関連していることを示唆していると考える

結果 3より，自称飼を使用しない子どもでは心的用語の使用が少なかったことから，自

称澗使用と心的用務使用とは関連することが示された この結果は，自称飼と心的用語を

使用する能力とが共に，他者との区別において発達する自我との発遣と関連することを示

唆していると考える

方，結果 4より，自称間の使用は自分自身の内的心的属性を諮る能力とも関連するこ

とが示されたが，他者の内的心的属性を符る能力とは関連が示されなかった この点につ

いては，被験者数を咽やす，眼題内容を改良するなどして』さらに鮮しく検肘を行う必要

があると考える
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